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一般質問を17議員が行う 

人事案件2件に同意 
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　平成１３年第１回定例会は、３月２日に招集 

され、２２日までの２１日間の会期で開かれま 

した。この定例会では、市長提出議案４６件、

議員提出議案１件の審議を行い、それぞれ原 

案のとおり可決、同意しました。 

主な掲載記事  主な掲載記事  

吾妻公園ではいろいろな色のチューリップが満開吾妻公園ではいろいろな色のチューリップが満開 

となり、家族連れなどを楽しませていましたとなり、家族連れなどを楽しませていました。 

吾妻公園ではいろいろな色のチューリップが満開 

となり、家族連れなどを楽しませていました。 
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競
艇
場
の
施
設
借
り

上
げ
料
に
つ
い
て
は
、
施
設
使

用
に
関
す
る
平
成
十
年
七
月
一

日
付
の
契
約
書
第
一
条
の
た
だ

し
書
に
よ
り
、
施
設
借
り
上
げ

に
関
す
る
協
議
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
協
議
に
入

れ
な
い
理
由
は
何
か
。 

　
　
　
　
現
下
の
売
上
低
迷
が

続
く
中
、
収
益
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
い
か
に
経
費
を
抑
制

す
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
総

体
的
に
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
施

設
会
社
に
協
議
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
未
だ

に
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
も
付
け

な
い
状
況
で
あ
る
。 

   

　
　
　
　
中
通
り
大
橋
線
の
完

成
予
定
に
は
本
音
と
建
前
が
あ

る
よ
う
に
聞
く
が
、
渡
良
瀬
川

左
岸
堤
防
ま
で
完
成
す
る
の
は

い
つ
な
の
か
。
ま
た
、
国
道
五

十
号
ま
で
の
完
成
予
定
は
ど
う

な
の
か
。 

　
　
　
　
左
岸
側
の
平
成
十
三

年
度
末
の
用
地
補
償
ベ
ー
ス
で

の
進
捗
率
は
約
九
十
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
平

成
十
五
年
度
に
は
一
部
工
事
に

着
手
し
た
い
。
右
岸
側
に
つ
い

て
も
、
早
期
の
事
業
認
可
の
取

得
と
土
地
の
先
行
取
得
を
図
り
、

事
業
推
進
に
努
め
た
い
。 

  

　
　
　
　
Ｋ
Ｓ
Ｄ
（
中
小
企
業

経
営
者
福
祉
事
業
団
）
の
問
題

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

の
か
。
桐
生
市
の
基
本
的
な
考

え
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
市
内
に
は
約
八
百
十

社
、
約
千
四
百
人
の
会
員
が
い

る
と
聞
く
が
、
市
と
の
関
係
は

な
く
、
活
動
状
況
等
は
把
握
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
の

主
な
事
業
で
あ
る
災
害
補
償
共

済
制
度
・
災
害
防
止
事
業
・
福

利
厚
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
代

替
制
度
が
桐
生
商
工
会
議
所
等

で
十
分
整
っ
て
い
る
。
全
国
的

な
問
題
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省

の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。 

              

　
　
　
　
地
球
の
環
境
問
題
を

ど
の
よ
う
に
学
校
教
育
に
取
り

入
れ
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
小
学
校
の
社
会
科
や

中
学
校
の
公
民
・
理
科
で
、
地

球
温
暖
化
等
が
地
球
環
境
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

国
語
や
道
徳
等
で
も
環
境
問
題

を
題
材
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
環

境
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
生
活

と
の
関
わ
り
を
考
え
、
実
践
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

環
境
教
育
が
体
系
的
に
推
進
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

佐　藤　貞　雄 

笠　井　秋　夫 

蛭　間　利　雄 

　　　　定二郎 

寺　口　正　宣 

森　下　清　秀 

園　田　恵　三 

中　田　米　蔵 

田　島　信　夫　 

石　井　秀　子 

大　澤　幸　一 

西　牧　秀　乗 

岡　部　純　朗 

関　口　直　久 

小　滝　芳　江 

岡　部　信一郎 

下　田　文　男 

（日本共産党） 

（政　友　会） 

（市政クラブ） 

（政　友　会） 

（公　明　党） 

（政　友　会） 

（フォーラム桐生） 

（日本共産党） 

（政　友　会） 

（桐　愛　会） 

（フォーラム桐生） 

（政　友　会） 

（市政クラブ） 

（日本共産党） 

（フォーラム桐生） 

（市政クラブ） 

（フォーラム桐生） 

質 問 者  

三
月
二
十
一
日（
水
）、
二
十
二
日（
木
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、

十
七
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
全
般
に
わ
た
る

問
題
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。 

中通り大橋線予定地中通り大橋線予定地 中通り大橋線予定地 

競
艇
場
施
設
借
上
料 

中
通
り
大
橋
線 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

Ｋ
Ｓ
Ｄ
問
題 

環
境
問
題
の
教
育 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

環境問題を扱ったページ環境問題を扱ったページ 環境問題を扱ったページ 
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市
街
地
を
重
点
に
、

日
常
生
活
に
密
着
し
た
と
こ
ろ

で
、
自
転
車
の
走
り
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
桐
生
市

で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
通
勤
、
通
学
等
で
利

用
す
る
人
の
安
全
と
利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
、
歩
道
の
段
差

解
消
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
東
武
線
新
桐
生
駅
の
駐

輪
場
の
整
備
も
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
、
自
転
車
を
安
全
か
つ

快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
　
　
二
十
一
世
紀
を
主
体

的
に
生
き
る
子
供
の
育
成
を
期

す
観
点
か
ら
、
学
校
教
育
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
聞

き
た
い
。 

　
　
　
　
主
体
的
に
生
き
る
力

を
持
つ
子
供
を
育
成
す
る
に
は
、

自
己
統
制
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
全
校
一
致
の
協

力
体
制
を
確
立
し
、
教
職
員
に

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、

使
命
感
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
基
本
姿
勢
と
し

て
は
、
厳
格
の
「
厳
」
と
い
う

姿
勢
で
各
学
校
を
指
導
し
て
い

き
た
い
。 

  

　
　
　
　
平
成
九
年
十
二
月
の

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

投
票
当
日
、
不
在
者
投
票
と
も

に
投
票
時
間
が
延
長
さ
れ
、
そ

の
後
六
回
の
選
挙
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
投
票
時
間
延
長
の
効

果
は
出
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
不
在
者
投
票
は
、
要

件
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素
化
で
、

投
票
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
前
回
比

で
各
種
選
挙
の
投
票
者
数
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
各
種

選
挙
の
当
日
に
つ
い
て
も
、
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。 
   

　
　
　
　
競
艇
場
周
辺
整
備
事

業
費
助
成
の
現
況
と
、
今
後
の

課
題
は
何
か
。 

　
　
　
　
昭
和
五
十
六
年
の
覚

書
に
よ
り
、
桐
生
市
と
阿
左
美

水
園
競
艇
組
合
は
、
笠
懸
町
に

一
億
五
千
万
円
の
競
艇
場
周
辺

整
備
事
業
費
助
成
金
を
支
払
っ

て
い
る
が
、
先
日
の
桐
生
市
・

阿
左
美
水
園
連
絡
協
議
会
総
会

で
は
、
売
上
の
低
迷
が
続
く
中
、

助
成
金
の
金
額
・
使
用
方
法
を

見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
議
論
が
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
総
会
の
結

論
は
現
状
維
持
で
あ
っ
た
が
、

今
後
も
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
。 

整備される新桐生駅の駐輪場整備される新桐生駅の駐輪場 

  

　
　
　
　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
鳴
神
山
に
は
多
く
の
貴
重
な

動
植
物
が
生
育
し
て
い
る
が
、

な
か
で
も
「
カ
ッ
コ
ソ
ウ
」
は

全
国
的
に
も
限
ら
れ
た
場
所
に

し
か
自
生
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。
盗
掘
等
で
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
が
、
保
存
事
業
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
桐
生
市
に
と
っ
て
は
、

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
植
物

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
生

息
地
の
分
布
等
の
調
査
や
群
落

維
持
・
繁
殖
方
法
等
の
研
究
を

専
門
家
に
お
願
い
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
調
査
報
告
に
基
づ

い
て
、
関
係
機
関
と
検
討
し
、

保
存
事
業
の
方
向
を
出
し
た
い
。 

  

　
　
　
　
人
口
減
少
が
続
く
中

心
市
街
地
の
人
口
対
策
と
し
て
、

古
く
な
っ
た
市
営
住
宅
を
取
り

壊
し
、
木
造
・
低
層
の
市
民
ア

パ
ー
ト
を
建
設
し
て
い
く
計
画

と
聞
く
が
、
対
象
と
な
る
団
地

は
ど
こ
か
。 

　
　
　
　
平
成
十
三
年
度
は
仲

町
三
丁
目
団
地
を
予
定
し
て
お

り
、
入
居
者
と
は
住
み
替
え
等

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
次
に

予
定
し
て
い
る
の
は
小
梅
寮
団

地
で
、
そ
の
後
は
、
浜
松
町
、

元
宿
町
Ｂ
、
西
堤
町
の
各
団
地

を
順
次
建
て
替
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

仲町三丁目団地仲町三丁目団地 

桐生競艇場桐生競艇場 

  

　
　
　
　
成
人
式
が
全
国
各
地

で
異
常
な
事
態
と
な
る
中
、
自

治
体
に
よ
る
成
人
式
の
在
り
方

に
は
疑
問
の
声
が
高
ま
っ
て
い

る
。
愛
知
県
犬
山
市
で
は
、
今

年
か
ら
市
主
催
の
成
人
式
を
廃

止
し
、
新
成
人
が
独
自
に
成
人

の
集
い
を
実
施
し
た
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
新
成
人
の

自
主
事
業
と
い
う
形
が
本
来
の

在
り
方
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
桐
生
市
で
は
平
成
十

一
年
度
か
ら
、
新
成
人
の
意
志

を
尊
重
し
、
式
典
終
了
後
に
新

成
人
の
集
い
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
成
人
の
日
事
業
運
営
委

員
会
を
組
織
し
、
成
人
式
の
運

営
そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。 

  

　
　
　
　
日
本
育
英
会
の
奨
学

金
に
は
予
約
制
度
が
あ
り
、
入

学
前
に
あ
ら
か
じ
め
奨
学
金
を

予
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
学
費
を

心
配
せ
ず
に
進
学
で
き
る
わ
け

だ
が
、
同
制
度
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
県
教
育
委
員
会
で
は
、

高
等
学
校
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
し
、
中
学
校
に
は
文
書
を

発
送
し
て
制
度
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
な
お
、
桐
生
市
で
も
、

独
自
に
周
知
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

今年の「新成人の集い」今年の「新成人の集い」 

整備される新桐生駅の駐輪場 

仲町三丁目団地 

桐生競艇場 

今年の「新成人の集い」 

自
転
車
環
境
の
整
備 

学
校
教
育
の
考
え
方 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
保
存 

市
民
ア
パ
ー
ト
建
設 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

投
票
時
間
の
延
長 

競
艇
場
周
辺
整
備
費 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

成
人
式
の
在
り
方 
奨
学
金
の
予
約
制
度 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 
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マ
イ
カ
ー
の
普
及
と

と
も
に
、
大
き
い
駐
車
場
を
持

つ
郊
外
の
大
型
店
に
お
客
が
流

れ
て
し
ま
い
、
中
心
商
店
街
は

た
い
へ
ん
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
。
各
商
店
街
で
は
集

客
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
が
、
大
胆
な
考

え
と
し
て
、
自
動
車
で
買
い
物

に
出
掛
け
る
人
た
ち
を
中
心
商

店
街
に
引
き
寄
せ
る
た
め
に
、

本
町
通
り
及
び
末
広
町
通
り
を

無
料
駐
車
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
来
街
者
の
利
便
性
だ

け
で
な
く
、
地
元
住
民
や
通
過

す
る
人
た
ち
等
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
交
通
環
境
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
十
分
協
議
を
行
っ

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

   

　
　
　
　
平
成
十
二
年
四
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
、
一
般
ご
み
の

五
品
目
の
分
別
収
集
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

事
業
系
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
桐
生
広
域
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
み
焼
却
施
設
に

専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
持

ち
込
み
者
の
協
力
に
よ
り
、
新

聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
布
等
に
分

別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

  

　
　
　
　
お
り
ひ
め
バ
ス
は
市

民
の
生
活
の
足
と
し
て
定
着
し
、

桐
生
市
に
お
け
る
重
要
な
公
共

交
通
機
関
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
十
二
年
度
の
路
線
別
の
利

用
人
数
は
何
人
か
。 

　
　
　
　
二
月
末
ま
で
の
利
用

人
数
は
、
梅
田
・
境
野
線
が
八

万
千
四
百
七
十
五
人
、
川
内
・

広
沢
線
が
七
万
三
千
四
百
四
十

九
人
、
新
桐
生
線
が
十
五
万
百

八
人
、
菱
線
が
三
万
二
千
二
百

六
十
六
人
、
相
生
線
が
三
万
七

百
十
七
人
、
名
久
木
・
梅
田
線

が
二
万
五
千
九
百
五
十
人
、
岡

ノ
上
・
女
子
高
線
が
一
万
四
千

八
百
九
十
七
人
で
あ
る
。 

              

　
　
　
　
今
回
の
健
康
保
険
法

の
改
正
は
、
高
齢
者
の
生
活
を

圧
迫
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、

桐
生
市
で
は
こ
の
改
正
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
老
人
医
療
費
は
年
々

増
加
し
続
け
、
こ
れ
が
老
人
保

健
拠
出
金
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
各
保
険
者
の
財
政
運

営
を
厳
し
く
し
て
い
る
。
こ
の

た
び
の
健
康
保
険
法
の
改
正
は
、

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
て

行
わ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
改
正
に
よ
り

老
人
受
給
者
の
一
部
負
担
金
が

増
え
て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て

い
る
。 

末広町通りの商店街末広町通りの商店街 

  

　
　
　
　
医
療
費
が
増
え
続
け
、

税
収
が
減
少
す
る
中
、
今
回
、

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
が

行
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
現
在
の

医
療
費
の
増
加
傾
向
を
押
さ
え

な
け
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
国
民

健
康
保
険
税
が
市
民
生
活
を
圧

迫
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
予
防
が
治
療
よ
り
節
減

効
果
が
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
一
人

一
人
の
生
活
習
慣
の
改
善
等
、

病
気
の
予
防
に
全
力
で
努
力
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
被
保
険
者
一
人
一
人

の
自
覚
を
増
進
す
る
こ
と
は
、

安
定
し
た
国
民
健
康
保
険
事
業

を
推
進
し
て
い
く
上
で
極
め
て

重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図

り
進
め
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
　
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

役
割
が
一
層
重
要
に
な
る
と
思

う
が
、
自
治
体
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
市
民
の
社
会
参
加
の

受
け
皿
と
し
て
、
行
政
・
企
業

に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
な
い
分
野

や
、
行
政
・
企
業
が
担
う
よ
り

も
効
率
的
・
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
分
野
の
担
い

手
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。 

口腔ケア講習会口腔ケア講習会 

おりひめバスおりひめバス 

  

　
　
　
　
渡
良
瀬
川
や
桐
生
川

の
河
川
緑
地
整
備
事
業
は
、
市

民
の
憩
い
の
場
や
野
外
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
広

場
や
散
策
路
等
を
整
備
す
る
も

の
で
、
平
地
が
少
な
い
桐
生
市

に
と
っ
て
は
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
平
成
十
三
年
度
に
は
、
昭

和
橋
下
流
右
岸
の
間
の
島
地
区

に
お
い
て
も
河
川
緑
地
整
備
事

業
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
予
定
か
。 

　
　
　
　
同
事
業
の
実
施
時
期

は
、
平
成
十
三
年
度
・
十
四
年

度
の
二
か
年
を
予
定
し
て
お
り
、

十
三
年
度
に
は
、
渡
良
瀬
川
工

事
事
務
所
が
行
う
基
盤
整
備
に

あ
わ
せ
て
、
散
策
路
・
多
目
的

広
場
等
の
施
設
整
備
を
行
う
予

定
で
あ
る
。 

  

　
　
　
　
平
成
十
二
年
四
月
の

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
前
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
て
い

た
高
齢
者
の
う
ち
、
介
護
保
険

認
定
外
の
い
わ
ゆ
る
自
立
の
高

齢
者
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。 

　
　
　
　
平
成
十
二
年
度
に
国

の
補
助
事
業
と
し
て
新
た
に
創

設
さ
れ
た
介
護
予
防
・
生
活
支

援
事
業
に
お
い
て
、
今
ま
で
と

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
対
応
と
な
っ
て
い
る
。 

昭和橋下流右岸の間の島付近昭和橋下流右岸の間の島付近 

末広町通りの商店街 

口腔ケア講習会 

おりひめバス 

昭和橋下流右岸の間の島付近 

無
料
駐
車
の
許
可 

事
業
系
ご
み
の
分
別 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

病
気
の
予
防 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
役
割 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

お
り
ひ
め
バ
ス 

健
康
保
険
法
の
改
正 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

河
川
緑
地
整
備
事
業 
自
立
の
高
齢
者 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 



⑤ 

  
　
　
　
　
桐
生
広
域
圏
の
市
町

村
が
合
併
し
た
と
仮
定
し
て
合

併
特
例
債
を
試
算
す
る
と
、
標

準
全
体
事
業
費
、
借
入
限
度
額
、

普
通
交
付
税
算
入
率
は
ど
の
程

度
に
な
る
か
。 

　
　
　
　
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
り
、
現
在
の
桐
生
広

域
圏
の
構
成
市
町
村
で
試
算
す

る
と
、
標
準
全
体
事
業
費
の
総

額
は
十
年
間
で
約
六
百
六
億
円
、

借
入
限
度
額
は
充
当
率
が
九
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
た
め
約

五
百
七
十
五
億
円
、
普
通
交
付

税
算
入
率
は
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

で
約
四
百
三
億
円
が
交
付
税
に

算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

   

　
　
　
　
桐
生
広
域
斎
場
は
冬

の
間
と
て
も
寒
く
、
利
用
者
の

評
判
が
よ
く
な
い
。
中
央
式
場
、

第
一
式
場
へ
の
通
路
の
内
側
、

中
庭
面
に
壁
を
つ
く
り
、
冷
暖

房
装
置
を
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
通
夜
室
の
改
修
、

駐
車
場
の
拡
張
も
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
現
在
、
組
合
に
お
い

て
、
式
場
・
通
夜
室
等
の
利
用

方
法
を
検
討
し
て
お
り
、
冷
暖

房
の
件
は
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
、

通
夜
室
の
利
用
改
善
も
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

  

　
　
　
　
平
成
十
一
年
度
か
ら

の
桐
生
市
の
予
算
規
模
及
び
職

員
数
の
推
移
を
み
る
と
、
予
算

規
模
は
年
々
縮
小
し
て
お
り
、

職
員
数
も
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
機
構
改
革
に
伴

い
新
し
い
課
や
係
が
増
え
、
管

理
職
職
員
数
は
増
加
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。 

　
　
　
　
職
員
数
の
減
少
は
計

画
的
に
職
員
を
削
減
し
た
結
果

で
あ
る
。
な
お
、
管
理
職
職
員

数
の
増
加
は
、
急
務
と
さ
れ
る

行
政
課
題
へ
の
対
応
を
図
り
、

い
ち
早
く
市
民
要
望
に
答
え
る

た
め
、
組
織
改
革
を
行
っ
た
こ

と
や
、
派
遣
管
理
職
員
の
数
が

増
え
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。 

  

　
　
　
　
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
青
少
年
活
動
を
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
市
民
文
化
会

館
等
の
市
有
施
設
を
使
用
す
る

場
合
に
は
、
使
用
料
を
減
免
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
市
民
文
化
会
館
は
、

平
成
十
一
年
十
月
か
ら
、
使
用

料
の
減
額
を
行
っ
て
い
る
。
公

民
館
は
、
中
央
公
民
館
の
市
民

ホ
ー
ル
と
体
育
館
以
外
で
は
使

用
料
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
ホ
ー
ル
と
体
育
館
に
つ
い

て
も
減
免
規
定
が
あ
る
。 

桐生広域斎場桐生広域斎場 

  

　
　
　
　
若
い
人
た
ち
が
ま
ち

な
か
へ
定
住
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
人
口
対

策
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
る
が
、

桐
生
市
で
は
、
若
者
の
ま
ち
な

か
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え

て
い
る
か
。 

　
　
　
　
老
朽
木
造
団
地
を
用

途
廃
止
し
、
低
廉
な
価
格
に
よ

る
売
却
処
分
や
、
定
期
借
地
権

付
土
地
分
譲
を
行
う
考
え
で
あ

る
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
の
空
き

家
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
再
生

と
居
住
の
復
活
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
、
住
宅
取
得
に
対
す
る
奨

励
金
制
度
や
、
民
間
賃
貸
住
宅

入
居
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
制

度
等
、
定
住
促
進
に
結
び
つ
く

よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

   

　
　
　
　
川
内
一
号
線
の
自
歩

道
整
備
は
、
全
体
計
画
の
相
川

橋
か
ら
小
倉
峠
ま
で
の
延
長
約

一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

二
百
五
十
六
メ
ー
ト
ル
の
区
間

が
供
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
の
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
残
り
の
区
間
の
工
事

に
つ
い
て
も
継
続
事
業
と
し
て

取
り
組
み
、
平
成
十
六
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。 

川内１号線の自歩道川内１号線の自歩道 

  

　
　
　
　
両
国
橋
架
け
替
え
工

事
に
関
す
る
境
野
町
・
菱
町
の

両
地
区
住
民
へ
の
説
明
会
で
は
、

住
民
か
ら
、
通
学
の
子
供
た
ち

等
が
両
国
橋
を
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
歩
道
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ

た
が
、
両
国
橋
に
歩
道
を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
よ
り
広
く
地
権
者
に

は
用
地
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
が
、
国
土
交
通
省
と
も

協
議
を
行
い
、
幅
員
二
メ
ー
ト

ル
以
上
の
片
側
歩
道
を
設
置
で

き
る
よ
う
に
、
道
路
線
形
の
見

直
し
を
検
討
し
た
い
。 

  

　
　
　
　
小
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
は
、
検
討
委
員

会
か
ら
「
現
時
点
で
結
論
を
求

め
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
」 

と
の
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

桐
生
市
に
と
っ
て
は
避
け
て
通

る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ

り
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
教
育
委
員
会
に
検
討

委
員
会
を
組
織
し
、
答
申
書
の

内
容
を
踏
ま
え
、
教
育
制
度
の

動
向
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
が
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置

も
視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

架け替えが予定される両国橋架け替えが予定される両国橋 

桐生広域斎場 

川内１号線の自歩道 

架け替えが予定される両国橋 

市民文化会館市民文化会館 市民文化会館 

市
町
村
合
併 

斎
場
施
設
の
改
善 

質
問 
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質
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弁 

ま
ち
な
か
へ
の
定
住 

川
内
一
号
線
自
歩
道 

質
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答
弁 

質
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答
弁 

管
理
職
の
増
加 

市
有
施
設
の
使
用
料 

質
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答
弁 

質
問 

答
弁 

両
国
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架
け
替
え 
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学
校
適
正
配
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質
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弁 

質
問 

答
弁 
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お 知 ら せ  お 知 ら せ  

次回定例会の開会予定は 

です。 6月8日 
　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部 
（要旨）を掲載しています。 
　詳しくは、図書館で会議録をご覧ください。 
平成１３年第１回定例会の会議録は、５月下 
旬からご覧になれます。 
　なお、会議録は桐生市ホームページでもご 
覧いただけます。 

  

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
前
に
あ

る
保
健
福
祉
会
館
は
、
土
・
日

曜
日
や
夜
間
に
な
る
と
、
正
面

玄
関
を
閉
め
て
し
ま
う
た
め
、

同
会
館
を
利
用
す
る
人
は
玄
関

わ
き
の
通
用
口
等
か
ら
出
入
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
正
面
玄
関
は
開
け

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
保
健
福
祉
会
館
に
は

保
健
部
門
と
福
祉
部
門
が
あ
り
、

部
門
ご
と
に
開
館
日
や
開
館
時

間
が
異
な
っ
て
お
り
、
保
健
部

門
が
あ
る
一
・
二
階
に
は
ワ
ク

チ
ン
や
注
射
器
等
が
保
管
し
て

あ
る
た
め
、
安
全
管
理
面
等
を

考
慮
し
、
保
健
部
門
が
閉
館
し

て
い
る
時
に
は
正
面
玄
関
を
閉

鎖
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。 

 

  

　
　
　
　
平
成
十
三
年
度
に
は
、

多
く
の
事
業
を
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

同
協
議
会
等
へ
の
委
託
の
基
本

的
な
考
え
方
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
地
方
自
治
法
に
定
め

ら
れ
た
公
の
権
限
事
務
を
委
託

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
管

理
に
つ
い
て
は
委
託
で
き
る
こ

と
か
ら
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
経
費

面
の
効
果
等
を
踏
ま
え
、
委
託

を
す
べ
き
か
ど
う
か
検
討
し
て

き
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

準
公
的
機
関
と
し
て
委
託
先
と

考
え
た
も
の
で
あ
る
。 

  

　
　
　
　
市
立
図
書
館
の
図
書

検
索
シ
ス
テ
ム
が
古
く
な
り
、

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、

新
し
い
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は

維
持
管
理
費
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

さ
れ
る
の
か
。 

　
　
　
　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、

公
民
館
図
書
室
、
学
校
図
書
館

等
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
般
家

庭
か
ら
も
図
書
検
索
が
で
き
る

よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

対
応
も
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、

新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る

と
、
昨
今
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機

器
及
び
周
辺
機
器
の
改
良
に
よ

り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

  

　
　
　
　
事
務
用
品
等
の
物
品

を
購
入
す
る
際
に
、
価
格
・
品

質
だ
け
で
な
く
、
環
境
保
全
の

観
点
を
加
え
て
商
品
を
選
択
す

る
「
グ
リ
ー
ン
購
入
」
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

　
　
　
　
今
ま
で
も
環
境
保
全

の
立
場
か
ら
、
エ
コ
マ
ー
ク
製

品
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
利
用

を
進
め
て
い
た
が
、
本
年
四
月

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
ン
購

入
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

グ
リ
ー
ン
購
入
の
利
用
拡
大
に

努
め
て
い
き
た
い
。 

保健福祉会館の正面玄関保健福祉会館の正面玄関 

図書館の図書検索システム図書館の図書検索システム 

  

　
　
　
　
桐
生
市
で
は
、
経
済

施
策
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
や
産
学
官
の
連
携
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
中
・

長
期
の
施
策
で
あ
る
。
今
日
の

厳
し
い
経
済
状
況
下
に
お
い
て

は
、
短
期
で
成
果
の
あ
が
る
経

済
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
設
立
が
予
定
さ
れ
て

い
る
（
仮
称
）「
北
関
東
産
学
官

研
究
会
」
で
は
、
短
期
的
に
も

効
果
を
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
頭
脳
集
団
で
あ
る
大
学
の

支
援
に
よ
っ
て
、
企
業
の
新
製

品
開
発
に
大
学
の
知
的
財
産
が

加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
製

品
づ
く
り
と
な
り
、
企
業
実
績

が
あ
が
る
と
い
う
よ
う
に
、
短

期
的
な
効
果
も
期
待
で
き
る
よ

う
な
企
業
の
支
援
体
制
を
考
え

て
い
る
。 

   

　
　
　
　
桐
生
広
域
斎
場
の
式

場
を
通
夜
に
も
使
用
し
た
い
と

い
う
市
民
の
声
を
聞
く
が
、
可

能
な
の
か
。 

　
　
　
　
最
近
は
通
夜
の
形
式

が
変
化
し
、
告
別
式
と
同
じ
広

さ
を
必
要
と
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
や
、
通
夜
室
か
ら
式
場
に

場
所
を
移
す
こ
と
が
不
便
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
式
場
で
通
夜

が
行
え
る
よ
う
に
、
組
合
で
協

議
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

桐生広域斎場の式場桐生広域斎場の式場 

保健福祉会館の正面玄関 

図書館の図書検索システム 

桐生広域斎場の式場 

人
事
案
件 

　
市
議
会
は
、
人
事
案
件
二
件

に
同
意
し
ま
し
た
。 

   

監
査
委
員 

　
大
　
島
　
宏
　
周  

氏 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
） 

   

固
定
資
産
評
価
審
査 

  

委
員
会
委
員 

　
森 

　  

喜  

美  

男  

氏 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
） 

（金） 

保
健
福
祉
会
館 

事
務
の
委
託 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

図
書
検
索
シ
ス
テ
ム 

グ
リ
ー
ン
購
入 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 

短
期
的
な
経
済
施
策 

式
場
の
通
夜
使
用 

質
問 

答
弁 

質
問 

答
弁 



⑦ 

    

　
　
　
　
北
関
東
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
中
通

り
大
橋
線
・
桐
生
大
橋
線
の
早

期
完
成
、
群
馬
大
学
工
学
部
を

中
心
に
設
立
さ
れ
る
（
仮
称
）

北
関
東
産
学
官
研
究
会
へ
の
支

援
、
そ
し
て
、
環
境
保
全
の
推

進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
高
度

情
報
化
へ
の
対
応
等
の
施
策
を

重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

　 
   

　
　
　
　
桐
生
市
行
財
政
運
営

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
桐
生
市
の
新
た

な
大
綱
で
あ
り
、
①
新
公
共
経

営
へ
の
取
り
組
み
②
市
民
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
③
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
④
事
務
事

業
の
見
直
し
⑤
分
権
型
の
人
材

育
成
を
五
つ
の
柱
と
し
て
、
五

か
年
を
目
途
に
改
革
を
進
め
る

考
え
で
あ
る
。 

    

　
　
　
　
平
成
十
三
年
度
予
算

に
お
け
る
税
収
は
、
前
年
度
比

で
約
一
億
三
千
六
百
万
円
、
約

一
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
収
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、

法
人
市
民
税
の
約
一
億
七
千
八

百
万
円
、
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ

り
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
等
は
前
年
並
み
で
、
個
人
市

民
税
に
つ
い
て
は
若
干
の
減
収

を
見
込
ん
で
い
る
。
　
　
　
　 

     

　
　
　
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
ア
ド
バ
イ

ス
コ
ー
ナ
ー
を
包
括
す
る
形
で
、

新
た
に
登
録
顧
問
団
が
設
置
さ

れ
、
大
学
の
先
生
や
弁
護
士
、

弁
理
士
等
に
よ
る
企
業
へ
の
総

合
的
な
支
援
・
協
力
体
制
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
関

東
地
区
の
産
学
官
連
携
の
推
進
、

地
域
産
業
の
振
興
、
大
学
の
教

育
研
究
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。 

     

　
　
　
　
育
児
・
介
護
の
支
援

を
し
て
ほ
し
い
人
と
、
支
援
し

た
い
人
が
会
員
と
な
り
、
地
域

で
助
け
あ
っ
て
、
短
期
的
、
補

助
的
な
育
児
・
介
護
の
支
援
活

動
を
行
な
う
も
の
で
、
同
セ
ン

タ
ー
の
主
な
業
務
は
会
員
間
の

育
児
・
介
護
の
あ
っ
せ
ん
と
な

る
。
桐
生
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
事
業
委
託
し
、
今
年
の
五

月
に
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
予

定
で
あ
る
。 

　平成１３年度一般会計予算及び水 

道事業会計予算は、それぞれ賛成多 

数で原案のとおり可決しました。 

１０事業の特別会計予算については、 

交通災害共済事業特別会計予算が全 

員賛成で原案のとおり可決し、その 

他の９特別会計予算は賛成多数で原 

案のとおり可決しました。 

　なお、平成１３年度予算を可決す 

るにあたっては、各会派代表の議員 

（５人）が総括質疑を行うとともに、 

予算特別委員会（委員１３人で構成） 

を設置し、２日間にわたり、慎重に 

審査を行いました。総括質疑におけ 

る、主な質疑に対する市当局の答弁 

は、次のとおりです。 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

答
弁 

賛 成 討 論  
　日本の景気がさらに失
速の気配を強め、桐生市
も厳しい財政運営を強い
られている状況であるが、
市有施設改修事業、北関
東自動車道のアクセス道
路等、市民福祉に重点を
おいたきめ細かい予算編
成がなされている。21世
紀の市民福祉の向上を実
現するために、今日の財
政状況を踏まえ、創意工
夫を凝らしながらの健全
で活力ある予算編成であ
り、評価できる。 

反 対 討 論  

賛 成 討 論  

反 対 討 論  
　新年度予算の市民アパ
ート建設、おりひめバス
上菱線の運行開始等の前
進面は評価できるが、多
くの課題があるため反対
する。介護保険の利用料
負担の軽減を行うべきで
ある。特別養護老人ホー
ムの入所待機者の抜本的
改善が必要である。国保
税の引き上げは低所得者
への新たな負担増と滞納
増加の要因となる。教育
では30人学級を早期に実
現すべきである。 

予算を可決 

請
願
・
陳
情
の 

審
査
結
果 

請
願
・
陳
情
の 

審
査
結
果 

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
請
願
二

十
一
件
、
陳
情
二
件
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
請
願
一
件
・
陳

情
一
件
が
次
の
と
お
り
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
請
願
二
十
件
、

陳
情
一
件
は
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
議

会
は
、
採
択
と
な
っ
た
請
願
第

二
十
七
号
に
係
わ
る
意
見
書
提

出
を
決
定
し
ま
し
た
。
（
意
見

書
は
八
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

   

第
二
十
七
号 

　
桐
生
市
農
業
の
持
続
的

発
展
に
関
す
る
請
願 

 

　
採
　
択
　
（
全
員
賛
成
） 

   

第
三
号 

　
新
桐
生
桜
並
木
の
街
路

灯
設
置
に
関
す
る
陳
情 

 

　
採
　
択
　
（
全
員
賛
成
） 

請 

願 

陳 

情 

平
成
十
三
年
度
予
算 

の
重
点
施
策
は 

「
桐
生
市
行
財
政
運 

営
ビ
ジ
ョ
ン
」と
は 

市
税
収
入
の 

　
　
　
見
込
み
は 

「
北
関
東
産
学
官
研
究
会
」 

に
期
待
す
る
こ
と
は 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー
」と
は 
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傍
聴
席
か
ら

傍
聴
席
か
ら 

傍
聴
席
か
ら 

竹内幸江さん 桐生市宮本町一丁目 

　初めて市議会を傍聴する機会に恵まれてから10
年近くになりますが、私たちの住むまちやその周
辺で、いま何が起きているのか、何が始まろうと
しているのかを知ることができて、大変勉強にな
りました。桐生市を少しでも住みやすくするため
に、市民の皆さんが気軽に市議会を傍聴すること
ができればと思います。 

　この定例会では、意見書１件が、議員より提出され、審議の結果、全員賛成で原案のとおり 
可決し、内閣総理大臣ほかに送付しました。 

　我が国の農業経営をめぐる環境は、野菜をはじめとする農産物の輸入が激増し、市場価格が冷やされ、

野菜価格などは長期にわたって低迷し、地域農業に重大な影響を与えている。特に桐生市では、キュウリ・

トマト・ネギ・ホウレン草・椎茸等の重要農産物が輸入攻勢にあって非常に厳しい農業経営となっている。 

　ＷＴＯ協定に基づく緊急輸入制限（セーフガード）は、特定産品の輸入急増によって、国内産業に重大

な損害、または、そのおそれがある事実につき、政府の国内調査によって明らかになった場合に発動でき

る「一般セーフガード」と、生糸・肉・乳飲料などの一定農産物に対し発動実績のある「特別セーフガード」

があり発動できることになっている。 

　よって、国におかれては、輸入急増等で深刻な影響を受けている農業経営者を救済するために、野菜を

はじめとする特定産品の国内調査を早急に実施し、輸入急増等による価格低迷に対し、ＷＴＯ協定に基づ

く緊急輸入制限（セーフガード）措置を早期に発動するとともに、輸入急増等の事態に機動的、効果的に

対応できる制度への見直しを強く要望する。さらに「食料・農業・農村基本法」による、食糧の国内安定

供給の確保や食糧自給率の目標達成という観点を全面に掲げＷＴＯの次期農業交渉にあたることを併せて

強く要望する。 
 

　提出先　○衆議院議長　○参議院議長　○内閣総理大臣　○総務大臣　○財務大臣　○農林水産大臣　○経済産業大臣 

○
桐
生
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例 

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
） 

  

　
　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
市
議
会
議
員
に
対
す

る
政
務
調
査
費
の
交
付
に
つ
い

て
条
例
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。 

　
主
な
内
容
は
政
務
調
査
費
の

交
付
対
象
、
交
付
額
、
交
付
方

法
、
使
途
基
準
、
収
支
報
告
書

の
提
出
等
で
す
。
な
お
、
交
付

額
に
つ
い
て
は
、
桐
生
市
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基

づ
い
た
も
の
で
す
。 

  

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日 

  

    

○
桐
生
市
不
法
投
棄
防
止
条
例 

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
） 

  

　
環
境
美
化
の
意
識
啓
発
を
行

い
、
環
境
破
壊
・
ご
み
等
の
散

乱
の
原
因
と
な
る
不
法
投
棄
の

防
止
を
図
り
、
市
・
市
民
・
事

業
者
が
協
力
し
、
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
。
な
お
、
本
条
例

に
関
わ
り
、
情
報
提
供
者
へ
の

報
償
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

  

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日 

     

○
桐
生
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
） 

 

  

　
桐
生
市
で
は
医
療
費
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保

険
の
財
政
運
営
が
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
安
定
運
営
等
を
考

慮
し
、
あ
ん
分
率
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。 

  

　
平
成
十
三
年
三
月
二
十
六
日 

 市
議
会
の 

政
務
調
査
費
に 

関
す
る
議
案 

不
法
投
棄
に 

関
す
る
議
案 

国
保
税
に 

関
す
る
議
案 

 

主
な
議
案

主
な
議
案 

主
な
議
案

主
な
議
案 

主
な
議
案 

意 見 書  意 見 書  

地域農業と農業経営を守るために緊急輸入制限（セーフガード）の発動を求める意見書 

概  

要 

概  

要 

概  

要 

条
例
施
行
日 

条
例
施
行
日 

条
例
施
行
日 


